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〔県民局だより〕 

粗飼料収穫をアシストします！ 

～アグリアシストシステム(株)～ 

美作県民局畜産第 1 班 

１ 巨ゾウ出現？！ 

ゴオーッ、ゴオーッ！！ 

地鳴りのような音をたどっていくと、そこはトウ

モロコシ畑。その中をゾウのような巨体がトウモロ

コシを食べながらゆっくり動いている。おしりから

は大きな丸いものがゴロン・・・。 

 じつはこれトウモロコシの収穫風景で、巨ゾウの

正体は、全国でもまだ数台しか稼働していない汎用

型飼料収穫機（細断型ロールベーラ）なのでした。 

 

  

 この収穫機を導入したのは、津山市や鏡野町の酪

農家 3 戸で構成するコントラクター（作業請負）組

織「アグリアシストシステム(株)、石原
いしはら

聖
さと

康
やす

代表」

です。 

 同社は、作業の分業化による効率的な自給粗飼料

生産を図ろうと、平成21年3月に設立されました。 

 トウモロコシ及び飼料稲の収穫・ロールベール調

製を事業の中心と位置づけ、本年、国の補助（事業

名；強い農業づくり交付金）を受けて飼料収穫機本

体とトウモロコシ刈り取り用アタッチメント、飼料

稲収穫用アタッチメント、及び自走式ラップマシン

を導入しました。 

 

石原氏らはこれまで、酪農業を営む傍ら津山地区

粗飼料生産コントラクター組合（平成 14 年設立、

事務局；おかやま酪農業協同組合）という作業請負

組織の機械オペレーターとして、主に飼料稲の収穫、

ロールベール調製を行っていましたが、急速に作付

面積が拡大する飼料稲の収穫に対応すべく、新たな

組織の立ち上げに至りました。 

  

 

２ 増える作付面積 

 トウモロコシ（青刈りトウモロコシ）は、昭和 62

年当時は県下で約 2,220ha の作付けがありました。

多収で栄養価も高いことから、以前はどの農家でも

栽培していましたが、労働力不足等の問題から栽培

面積は徐々に減少し、平成 15 年にはピーク時の 4

分の１の 558ha まで減少しました。しかしここ数年

は、自給飼料を見直す機運の高まりや収穫作業受託

体制が徐々に整ってきていることなどから、栽培面

積は増加しつつあります。 

 

 また飼料稲においては、コメの生産調整の手段と

して平成 12 年頃から試験的に実施されてきました

が、牛の嗜好性も高く、コメと同じ機械・技術で栽

培できることから、水田をフル活用する作目として

トウモロコシを食べる“ゾウさん”（鏡野町で） 

よく生長したトウモロコシ(真庭市で) 
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急速に栽培面積が増加してきています。こちらは平

成 21 年度には県下で 200ha となり、5 年前の約 10

倍を超える勢いです。 

 

３ 農業（アグリ）をお手伝い（アシスト）します！ 

 トウモロコシは畜産農家自らが栽培するため、収

穫機械は比較的整っていますが、飼料稲は耕種農家

による栽培のため、ロールベーラなどの収穫機械が

整っていません。そのため、飼料稲の栽培面積は伸

び悩んでいましたが、耕種農家と畜産農家の仲を取

り持つコントラクター組織が近年県下で相次いで設

立されたことで、急速に栽培面積が伸びてきていま

す。 

 

 石原氏は、「耕種農家の皆さんには、トウモロコシ

や飼料稲など、水田での飼料作物生産に是非取り組

んでいただきたいですね。このたび導入した汎用型

飼料収穫機があれば、幅広い転作作物が収穫できま

す。是非ご依頼ください」。 

 

 ちなみに、作業請負の料金体系は、トウモロコシ

では基本料金16,000円/10aに加えて1 ﾛｰﾙあたり加

算料金が 1,500 円、飼料稲では基本料金 15,750 円

/10a に加えて 1 ﾛｰﾙあたり加算料金が 1,533 円(乳酸

菌添加)となっています。 

 

 

４ これからが本番！ 

“ゾウさん”は、8 月のトウモロコシ収穫（約

15ha）に始まり、9月、10月は飼料稲の収穫(約20ha)

をがんばる予定です。主に県北部の収穫作業を請け

負います。今から数ヶ月間は休みナシで動きます。 

ちなみに、作業幅は 150cm で、作業能力は 1 時

間あたり 25a です。 

今日も、どこかのたんぼでトウモロコシや飼料稲

をむしゃむしゃ“食べ”まくります。 

 

皆さんも一度この“ゾウさん”に会いに来てくだ

さい。トウモロコシや飼料稲の刈り取りをお願いし

たくなるかも！？ 

 

 

 

【参考】 

 

ｶﾞﾝﾊﾞﾘﾏｽ！ 

ｱｲﾆｷﾃﾈ！ 

作業幅ハ２ｍデ、作業能力ハ

16ａ/hr ダヨ。 

9 月中旬カラガンバリマス！ 

 

8/13 に鏡野町で行われた汎用型飼料収穫機の実演会で解説 

する石原氏(矢印) 

 

飼料稲収穫用アタッチメント 

（リールヘッダアタッチ） 

吉備中央町のトウモロコシ畑で 

 


